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JST理数系教員指導力向上研修事業実施報告と今後の取り組みについて
宮崎大学工学部電気電子工学科

穂高一条

1. 実施概要
平成21年度　理数系教員指導力向上研修事業（希望型）「物理系指導力向上のための工学実験教員研修」を実施した．

(1) 事前打ち合わせ：2009.6.22 15:00-17:00（宮大）

(2) 研修：6日間×6時間（宮大）受講者30名(予定32)
· 2009.8.6, 担当：友松重樹（機械）「ガソリンエンジンの性能試験」，受講者3名(3)
· 2009.8.7, 担当：河村隆介（機械）「応力集中部の応力分布の測定」，受講者3名(3)
· 2009.8.10, 担当：池田清彦（機械）「金属材料の引張試験」，受講者2名(3)
· 2009.8.20, 担当：横山宏有（電気電子）「光電変換素子の作製」，受講者8名(8)
· 2009.8.21, 担当：淡野公一（電気電子）「トランジスタの特性の理解を促すための教授法および実験」，受講者8名(8)
· 2009.8.24, 担当：長田尚一郎（電気電子）「単相誘導電動機の実験」，受講者6名(7)
· 事後打ち合わせ：2009.9.5 15:00-17:00（宮大）
· 機械系テーマでは，参加者確保が非常に困難．テーマにずれ（実験と実習の違い）．
· 常設ＨＰを．過去の活動，写真など．受講希望を募る前にテーマの内容を紹介．「課題研究」のネタ探し（のもと）．

· 学生間の交流も．大学生がアドバイザーになって課題研究を．
2. 今後
JST研修を継続する．採択３月末，実施６週間前までに受講者確定．
3. アンケート（の一部）

(1) 意見など

· 参加型ＨＰを

· 実験装置製作の講習

· 先端技術よりも基礎基本に関する実習

· 教材の共有

· 高校間（工業と普通科）の交流

· ＨＰの常設（大学トップからたどり着けるような）

· 情報の共有．マスコミを通して情報発信

· 安く作れる教材を知りたい

· 事前テーマ希望調査

· 生徒の課題研究発表会（大学も参加）

(2) 時期．8月第２週，その他全員「ちょうどよい」

(3) 今後身につけたい能力など

· 電気の流れを図でわかりやすく説明

· 的確な指導方法

· ものづくりを取り入れた実習

· わかりやすい教材づくり

· ネットワーク

· 新しい技術の活用法

· 基礎学習と先端技術のつながり

· 回路の実用例

· 燃料電池

· マイコンのプログラミング

· 自動制御

· 実習に関する基礎

· 機械設計強度計算

